
令和５年度  戸祭小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
＜基本目標＞   人間尊重の精神を基盤とし，自ら考え，正しく判断し，思いやりをもって実践できる，心豊かで 

たくましい戸祭の子の育成を図る。 

＜具体目標＞（目指す子ども像） 

・ 体力と気力あるたくましい子ども   ・ 進んで学び深く考える子ども 

  ・ 心豊かで礼儀正しい子ども      ・ 最後までやりぬく子ども 

＜合 言 葉＞  『けじめ がんばり 思いやり』 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

（１）児童が自立と共生を果たし，持続可能な社会の創り手となれるよう，教育目標達成に向けた指導を果敢に展開する。 

（２）教職員が専門性とチーム力を磨き，児童・保護者・地域から信頼される安定感のある学校づくりを進める。 

 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１）すべての児童が安心し活力ある学校生活が送れるよう，本校の合言葉「けじめ・がんばり・思いやり」の観点から児童の

発達・成長に資する取組の充実を図る。 

（２）「分かった」「できた」「感動した」体験の積み重ねにより，児童の自己肯定感や豊かな心を育み，将来への展望が培われ

るよう，教育活動の質を高め，認め励ます教育を推進する。 

（３）児童一人一人の人権の保障と教育的ニーズを踏まえた適切な指導により，児童・保護者との信頼関係を基盤とした学校づ

くりを進める。 

（４）教職員の創意工夫ある実践を奨励するとともに，校務の重点化・焦点化を推進し，職務遂行能力の一層の向上と, 児童と

向き合う時間の充実を図る。 

 
 

 
４ 教育課程編成の方針 

（１）教育関係諸法令や学習指導要領，とちぎ教育ビジョン２０２５，第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画・令和５年度

指導の重点，星が丘地域学校園小中一貫教育グランドデザインを踏まえて編成する。 
（２）児童に生きる力を育むことを目指し，教育目標や本年度の学校経営の方針，重点目標の具現化が図られるように編成する。 
（３）本校の歴史と伝統を踏まえ，児童の実態や本校の特色，地域の教育力を生かした特色ある教育課程を編成する。 

 
５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１）学校運営 

・校内研修の充実による指導力（授業力・学級経営力等）向上と同僚性の強化 

・郷土を愛し持続可能な社会を志向する主権者教育の推進  ・保護者，地域との積極的な協働による開かれた学校づくり 

・星が丘地域学校園教育ビジョンに基づく共通実践の推進  ・質の高い教育活動を持続的に行うための校務の改善 

（２）学習指導 

・「主体的・対話的で深い学び」を目指す授業の実践と改善          ・高学年教科担任制による教科指導の充実 

・ＩＣＴの積極活用や特別支援教育の視点を取り入れた個別最適な指導の充実 ・家庭学習と読書（家読）の習慣化 

（３）児童指導 

 ・道徳科を中核とした「心の教育」の推進                    ・いじめや不登校を生まない温かい学校・学級風土の醸成 

・学級活動や児童会活動における自治的活動の推進と校内ルールの適正化 ・児童の逞しさを涵養する認め励ます指導の充実 

（４）健康（保健安全・食育）・体力 

 ・運動機会の創出と教科体育の充実等による体力向上     ・望ましい食習慣の形成と食に対する感謝の心の育成 

・家庭と連携した健康を自己管理する能力の育成       ・学校内外での安全意識の向上と危険回避能力の育成 

 

【星が丘地域学校園教育ビジョン】 
未来を見つめ，主体的に生き抜く力の育成 ～認め合い，学び合い，高め合う児童生徒を育てる取り組みを通じて～ 



６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

85％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

  85％以上 

１「主体的・対話的で深い学び」を目

指す授業の実践 
・見通しがもてる「めあて」の提示  
・学び合いを効果的に取り入れた授

業展開  
・個に応じた指導の充実  
・発問や板書の工夫  
・デジタル機器の効果的な活用  
・学びをまとめ，振り返る活動の充実  
２ 学びに向かう態度の育成  
・「よい子のきまり」に基づく望まし

い学習態度の指導  
・家庭学習の習慣化を図る指導と啓

発，家庭との連携の強化  
 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

⇒地域住民の肯定的割合 

   85％以上 

 

 

１ 様々なあらゆる場面での心の教

育の推進 

・本校の合言葉「けじめ がんばり 

思いやり」の周知の徹底  
・２か月に１回（各月 10 日）の「あ

りがとうの日」における感謝の気持

ちを伝え合う活動の実施 

・師弟同行を基本とする，他者の気持

ちに配慮した言葉かけの実践 

・異学年交流の場を生かした，思いや

りの心の醸成と場に応じた言葉遣

いの奨励  
２ 幼稚園保育園，聾学校との交流   

活動と，各特別支援学校との居住

地校交流の実施  
３ 人権教育の推進  
・道徳科や各教科の授業における指

導  
・日常生活における人権意識の高揚

を図る指導  
・学級経営等における教職員の率先

垂範  
・人権集会の実施  

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

85％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

 ⇒保護者の肯定的割合 

   80％以上 

１ 目標を設定して取り組ませる指導

の充実  
・学期始め等に学習及び生活に関す

る目標を立てる指導  
・授業等における，児童が達成可能な

課題の提示  
・結果だけでなく，途中の過程でも

認め励ます指導の充実  
・児童同士が認め合う場の設定  
・本校の合言葉「けじめ がんばり 
思いやり」の周知の徹底  

・家庭での学習時間の目安の設定と

自主学習ノートの点検  
・体育における検定カードの活用  
・児童が，授業の終末の振り返り等で

自己の成長を確認できる場の設定  
 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

 ⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

⇒地域住民の肯定的割合 

   85％以上 

 

 １ 運動の習慣化を図る指導の充実  
・外遊びの奨励  
・教科体育の指導の充実  

 ２ 望ましい食習慣を図る指導の充実 

・集中して食べるための「もぐもぐタ

イム」の徹底  
・食事マナーの指導  
・お弁当の日の実施  

 ３ 健康的な生活習慣づくりの推進  
・教室の換気やうがい手洗いの徹底 
・新しい生活様式の実践  
・家庭での実践も含めた歯磨きの励行  
・１年生の歯の染め出し  

 ４ 安全教育の強化  
・登校指導の実施 
・校内生活に関する指導（特に雨天時） 
・昼休みの遊び方のきまりの指導  
・交通安全教室や自転車免許事業の

実施 

・災害への備えと適切な行動習得の

ための多様な避難訓練の実施  
 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

85％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

 

１ 児童の自己肯定感を高めるため

の教育活動の推進  

・児童相互に認め合う機会の設定  

・担任だけでなく，全職員で認め励

ます指導の実践  

・自己肯定感を高めるような道徳の

授業の実施と情報交換  

・児童が主体的に活動する場の確保  

・キャリアパスポートや「ありがと

うカード」を活用した自己肯定感

の育成  

・「戸祭の子表彰」の実施 

２ コミュニケーション力の育成 

３ 「協働的な学び」の実践 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

   85％以上 

 ⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

１ 外国語活動の授業の充実  

・児童の発達の段階に応じた活動や

話題の提示  

・十分な音声インプットの確保  

・既習事項を取り入れたスモールト

ークを効果的実践  

２ 英語専科教員やＡＬＴとの授業

外の交流の実施 

・学校行事へのＡＬＴの参加  

・英語や諸外国に関する掲示コーナ

ーの作成 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

85％以上 

⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

 

１ 宇都宮市の良さを知る学習の充

実  

・社会科・総合的な学習の時間の授業

等での宇都宮学の指導  

・校外学習による直接的な見聞  

・地域の人たちとの交流活動の実施  

・総合的な学習の時間における「地域

の方と仲良くなろう」等の実施  

・地域の先人を扱った道徳科の授業  

・郷土の行事食等による給食の実施 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



２－（２） 

情報社会と

科学技術の

進展に対応

した教育の

推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

85％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

 

 

１ デジタル機器や図書等を活用し

た教育活動の充実  

・校務用パソコンや１人１台端末，50

インチディスプレイ等を活用した

授業の実施  

・学校図書館の利用指導の充実と，学

習センター/情報センターとしての

図書館利用の推進  

・市立図書館と連携した教育図書の

整備充実  

２ プログラミング的思考と情報活

用能力を育成する指導の充実  

・プログラミングを取り入れた授業

の充実  

・低学年からの系統的な授業の実践  

・図書とデジタル機器，それぞれの良

さを生かした調べ学習の充実 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

   85％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   80％以上 

 

１ 持続可能な社会に関する学習機

会の設定と環境教育の実施  

・総合的な学習の時間「めざせ！ エ

コマスター」）や社会科，家庭科等に

おける指導  

・道徳科｢自然愛護」について考える

授業の充実 

・児童会活動を通して，学校でできる

ことについての協議，実践 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 

  90％以上 

１ 校内支援体制の充実  
・特別支援学級や通常の学級，かがや

きルームにおける指導の充実  
・校内支援委員会の開催による特別

な支援を要する児童に関する共通

理解  
・「特別支援教育だより」等による情

報提供  
２ 個に応じた支援の実施  
・「個別の教育支援計画」「個別の指導

計画」の作成と，校内支援委員会で

の検討・活用  
・保護者，関係機関との連携による指

導  
・合理的配慮の適切な提供  
・「交流及び共同学習」の在り方検討

と実施  
  

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

   95％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   95％以上 

 ⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

⇒地域住民の肯定的割合 

   85％以上 

 

１ いじめの予防の取組の充実  

・いじめ問題に関する日常的な指導  

・いじめゼロポスターやいじめゼロ

標語の実施  

・全校集会での校長講話や「いじめゼ

ロ集会」  

・「人権集会」の開催  

・いじめをテーマとした学級活動や

道徳科の授業実施  

２ いじめの早期発見のための取組  

・「友だちアンケート」「学校生活アン

ケート」の実施，「はあとポスト」「Ｑ

－Ｕ」の活用  

・教育相談の実施  

・いじめ等対策委員会の定期的実施

と全校体制の支援の充実  

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 



 ３ いじめ問題等が生じた際の確実

な取組  

・「学校いじめ防止基本方針」に基づ

く対応  

・組織的かつ迅速な対応と家庭や地

域等との連携 

 

 

 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

   90％以上 

 ⇒保護者の肯定的割合 

   90％以上 

１ 児童が居がいを感じられる学級

の温かい雰囲気づくり  

・認め励ます指導  

・児童相互の認め合い，支え合い  

２ 新たな不登校を生まないための

早期対応  

・「友だちアンケート」「学校生活アン

ケート」の実施，「はあとポスト」「Ｑ

－Ｕ」の活用，教育相談の実施  

３ 個に応じた支援  

・不登校対策委員会や校内支援委員

会の実施  

・当該児童や保護者との信頼関係に

基づく電話連絡や家庭訪問の実施  

・保健室や図書室等における別室登

校への対応など，段階的な支援の計

画と適切な実施  

・ＳＣや専門的機関との連携  

・デジタル機器を活用した当該児童

や家庭との交流，連絡 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

   90％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   90％以上 

 ⇒保護者の肯定的割合 

   90％以上 

⇒地域住民の肯定的割合 

   85％以上 

 

１ 活気ある学校づくりのための各

種取組  
・各種の課題に対する積極的な対応  
・認め励ます教育を中核とした指導

と支援  
・児童会活動，行事，集会，学級活動，

縦割り班活動の充実（啓発・広報活

動の活性化）  
・各種たよりと学校ＨＰによる学校

活動の情報発信  
２ 教職員の率先垂範   
・明るく活気のある職員の育成と職

員室づくり  
・主要な校務分掌への若手教員の積

極的登用  
  

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

   95％以上 

 ⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

１「主体的・対話的で深い学び」を目

指す授業   
・見通しがもてる「めあて」の提示  
・学び合いを効果的に取り入れた授

業の展開  
・習熟度別・TT 学習などの，個に応

じた指導  
・発問や板書の工夫  
・デジタル機器の効果的な活用  
・学びをまとめ，振り返る活動の充実  
２ 学習内容の理解・定着を図る指

導の充実  
・個に応じた指導の充実  
・各種学習シート等の活用  
・家庭学習ノートの点検，良いノート

の紹介  

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



  ２ 教職員の指導力向上  
・互いに授業を見合える雰囲気づく

りの醸成と授業研究の実施  
・自己目標シートにおける目標設定

と目標管理  
  

 

 

４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 

   95％以上 

１ 多様な専門性を有する各種の学校

スタッフの活用  

（学校図書館司書・ALT・かがやきルー

ム担当・ＳＣ・特別支援学級担当・学

校業務担当・日本語指導講師 等） 

・学校全体としての課題や各種教育

活動への，全職員による連携・協力を

可能にする話合いや活動時間の確保  

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

１ 勤務時間や職務の効率化への意

識の向上を図るための啓発  

・会議等における職員への繰り返し

の周知  

・職務の優先順位の的確な判断に基

づく計画的な職務遂行の促し  

・付き合い残業の一掃  

２ 業務の効率化  

・作成文書の簡略化  

・会議，研修等の勤務時間内の終了  

・ミライム，学習情報システム，ポー

タルサイトの有効活用  

・効率化とスリム化の視点からの，職

務や各種行事等の見直しと改革の

奨励  

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

⇒地域住民の肯定的割合 

   85％以上 

 

１ 星が丘地域学校園教育ビジョン

に基づく取組  

・「認め合い，学び合い，高め合う児童

の育成」に向けた，児童の自己肯定

感を高める指導の重視  

２ 小中連携の取組の実施  

・各部会，分科会の計画的実施  

・小６児童の中学校訪問  

・中学校教諭による乗り入れ授業  

・中１生徒に関する中学校側との情

報交換  

・養護教諭，事務職員，学校栄養士等

の一人職職員間の連携と相互支援  

・各教科の授業づくりに係る合同研

修の実施  

・学校ＨＰを活用した「小中一貫教

育・地域学校園」の取組についての

広報活動 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

⇒地域住民の肯定的割合 

   85％以上 

１ 戸祭小地域協議会を生かした地

域と共にある学校づくりの推進  

・児童の安全確保や授業支援における

学校支援ボランティアの積極的活用  

２ 地域の教育資源を活かした活動

の実施  

 ・生活科や総合的な学習の時間等に

おける，地域の店舗や事業所，地域

人材を活用した学習活動の実施(校

外学習，出前授業)  

・幼稚園保育園，中学校，地域の高齢

者，聾学校との交流活動の実施  

３ 保護者・ＰＴＡとの日常的な連携 

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 



６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

   85％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

⇒保護者の肯定的割合 

   85％以上 

⇒地域住民の肯定的割合 

   85％以上 

１ 施設整備の整備  

・迅速な修理修繕体制の確立  

・安全点検の実施（毎月）  

・安全点検による修繕箇所の即座の

対応 

・看板やポスター等による危険箇所

の周知 
 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

１ デジタル機器の適切な管理と活

用  

・50 インチディスプレイ，１人１台端

末，実物投影機，デジカメ等の整備

と日常的な活用  

・効果的な活用に関する職員研修の

充実  

 

 

【達成状況】 

 

【次年度の方針】 
 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

85％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

 ⇒保護者の肯定的割合 

   80％以上 

１ 児童会によるあいさつ推進活動  
・週２回，昇降口と教室前でのあい

さつ運動  
・下学年も参加可能なあいさつ運動

の展開の工夫  
・会釈の推進  
２ 中学校と連携した合同でのあい

さつ運動  
３ 授業や集会時の語先後礼のあい

さつ指導  
４ 教職員による率先垂範  
５ 児童相互や来客，登下校時の見守

り等でお世話になっている人など

へのあいさつ指導の継続 

 

 【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ２ 児童は，きまりやマナ

ーを守って，生活をして

いる。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

85％以上 

⇒教職員の肯定的割合 

   85％以上 

 

１ 基本的生活習慣と規範意識に係

る指導  

・「戸祭小よい子のきまり」と「戸祭小

ナビ」の掲示と指導の徹底  

・本校の合言葉「けじめ がんばり 思

いやり」の周知の徹底  

２ 生活目標の設定と評価  

・帰りの会での振り返り（児童相互の

認め合い）の実施  

・教職員による週番活動の実施によ

る点検  

・給食時の放送での周知と昼休み等

の校内巡回 

 

 【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ３ 児童は，「ありがとう」

の感謝の気持ちを相手に伝

えることができる。 

  

【数値指標】  

⇒児童の肯定的割合 

85％以上   

１ 感謝の気持ちをもち，高め，伝え

るための取組の実施  

・２か月に１回（各月 10 日）の「あ

りがとうの日」の設定  

・投稿された「ありがとうカード」

の児童会による読み上げ発表  

・廊下壁面への「ありがとうカード」

の掲示 

・教職員自身の率先垂範 

・異学年交流の場を活用した思いや

りの心の醸成 

 

 【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 



Ｂ４ 児童は，自分のよさを

自覚し，自身の存在に安

心感と可能性を自覚して

生活している。 

 

【数値指標】 

⇒児童の肯定的割合 

85％以上 

 

１ 児童のよさや努力を認め励ます

指導の推進 

・担任だけでなく全教職員による認

め励ます指導の日常化 

・児童が相互に認め合う機会の設定 

・児童のよさや努力についての教職

員相互の伝え合い 

・保護者への積極的な連絡 

・児童の作品（掲示物）への肯定的コ

メント記入 

・児童のよさや努力について，保護者

や地域との共有を目指した学校Ｈ

Ｐの活用 

 

 【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

Ｂ５ 学校は，安全面の危機管

理に，高い意識をもって取

り組んでいる  

 

【数値指標】  

⇒児童の肯定的割合  

85％以上 

 ⇒保護者の肯定的割合  

85％以上 

１ 児童への安全指導の充実  

・毎月安全の日を決め，パワーポイン

ト資料を活用した安全に関する話

の実施  

・安全の日の学年だより等への掲載

による周知  

・登下校指導の定期的実施  

・「ゴジ（ヨジ）ヘルボー」（５時の帰

宅・ヘルメット・防犯ブザー）を合

言葉に日頃の指導  

・実践的な避難訓練の実施  

２ 保護者・地域の協力による見守り

活動  

・ＰＴＡによる登校時の巡回活動  

・学校支援ボランティアによるプー

ルの見守り 

・全校での引渡し訓練の実施 

 

 【達成状況】 

 

【次年度の方針】 

 

 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 

 
７ 学校関係者評価 

 

 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 

 


